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ドキュメント 
ステップバイステップで要約してください。 
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メモリを更新しました 
特許事務所の M&A - 小林功 氏 （バード国際特許事務所 所長弁理士） 
概要 

• 日本の弁理士の現状 
o 弁理士の数：約 12,000 人 
o 平均年齢：53 歳 
o 弁理士数 1 名の 1 人事務所：全体の 70% 
o 高齢化や職務遂行の困難さに対応するため、日本弁理士会は業務の承継・共

同化・連携の制度を設けている 
• バード国際特許事務所の M&A 活動 

o 2022 年：土橋法律特許事務所特許部門と合併 
o 2024 年：伊藤・藤田特許事務所と合併 

小林功氏の経歴と背景 
1. 自己紹介 

o 小林氏は井ノ島出身で大学受験に失敗後、職業訓練校に進学 
o 学費がほとんどかからず、ハローワークの先生資格が得られる大学校に進学 
o 東工大の教授に気に入られ、外部研究生として研究を始める 

2. 研究者としての経歴 
o 日本とフィンランドで研究活動を行い、日本の研究環境に限界を感じる 
o 大学教授になりたかったが、博士号取得のために日本に留まることに 

3. 特許事務所のキャリア 
o 東京の特許事務所と法律事務所での勤務経験を経て、2017 年にバード国際

特許事務所を設立 
o 合併活動を積極的に行い、山梨のワイン農家とのつながりを活かして事務所

を拡大 
特許事務所の M&A に関するトピック 

1. M&A を巡る状況 
o 日本の特許事務所業界での M&A は増加しているが、公に発信されることは

少ない 
o 一人事務所が多く、弁理士の高齢化が進んでいるため、M&A による承継が

重要になっている 
2. M&A のメリットと困難なポイント 



o メリット： 
 顧客基盤の拡大 
 事務所の存続と安定 
 資源の効率的な利用 

o 困難なポイント： 
 コンフリクトチェックに時間がかかる 
 合併後の統合（PMI）が重要 
 買収先の事務所との調整が必要 

3. 今後の特許事務所の M&A 
o 特許事務所の M&A は今後も増加すると予想 
o 高齢化に伴う承継問題の解決手段としての M&A の重要性が増す 
o 合併の成功には信頼関係の構築と綿密な準備が不可欠 

質疑応答 
• 参加者との Q&A セッション 

o M&A に関する具体的な質問や意見交換が行われ、実務的な課題と解決策に
ついて議論された 

以上が、特許事務所の M&A に関する小林功氏の講演の要約です。詳細な内容については、
講演の各セクションを参照してください。 
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「M&A を巡る状況 日本の特許事務所業界での M&A は増加しているが、公に発信される
ことは少ない 一人事務所が多く、弁理士の高齢化が進んでいるため、M&A による承継が
重要になっている」を詳しく 
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M&A を巡る状況の詳細 
1. 日本の特許事務所業界での M&A の増加 

• 増加の背景 
o 特許事務所業界では、弁理士の高齢化が進んでいることから、事務所の後継

者問題が深刻化しています。多くの弁理士が高齢になり、引退を考え始める
一方で、後継者が見つからないケースが増えています。 

o その結果、特許事務所の M&A が増加しつつあります。特に、既存の事務所
が他の事務所を買収・合併することで、後継者問題を解決しようとする動き
が顕著です。 

• 公に発信されることが少ない理由 
o 多くの特許事務所は、M&A のプロセスや結果を公に発表することに消極的

です。これは、競争相手に対する情報漏洩のリスクを避けるためや、クライ
アントに対する不安を与えないためです。 

o また、M&A の成功・失敗に関わらず、内部の事情を外部に知らせたくない
という意図もあります。そのため、実際には多くの M&A が行われているに
もかかわらず、その詳細が外部に知られることは少ないです。 

2. 一人事務所の多さと弁理士の高齢化 



• 一人事務所の現状 
o 日本の特許事務所の 70%は、一人の弁理士が運営する「一人事務所」です。

これは、日本の特許事務所業界の大きな特徴であり、同時に大きな課題でも
あります。 

o 一人事務所は、弁理士自身が全ての業務を行うため、効率的な運営が難しく、
特に高齢になると業務遂行が困難になることがあります。 

• 高齢化の進行 
o 日本の弁理士の平均年齢は 53 歳と高く、特に一人事務所の弁理士はさらに

高齢化が進んでいる傾向があります。 
o 高齢の弁理士が引退する際に、事務所のクライアントや案件の引き継ぎがス

ムーズに行われないことが多く、クライアントに不便を強いることになりま
す。 

3. M&A による承継の重要性 
• 承継の手段としての M&A 

o M&A は、弁理士の高齢化や一人事務所の存続問題を解決する有効な手段で
す。事務所を買収・合併することで、クライアントや案件の継続的な管理が
可能になります。 

o 特に、高齢の弁理士が引退を考える際、M&A を通じて事務所を他の事務所
に引き継ぐことで、クライアントへの影響を最小限に抑えることができます。 

• 事例：バード国際特許事務所 
o バード国際特許事務所は、積極的に M&A を行い、複数の事務所を合併して

きました。これにより、事務所の規模を拡大し、リソースを効率的に活用す
ることが可能となりました。 

o 例えば、2022 年には土橋法律特許事務所特許部門と、2024 年には伊藤・藤
田特許事務所と合併しました。これにより、クライアント基盤の拡大と事務
所の存続性を確保しています。 

• 弁理士会の取り組み 
o 日本弁理士会では、弁理士業務の承継・共同化・連携を支援する制度を設け

ています。これにより、事務所の後継者問題を解決しやすくしています。 
o 具体的には、マッチングセミナーや後継者探しの支援などを行い、弁理士が

安心して引退できる環境を整備しています。 
以上のように、日本の特許事務所業界では M&A が増加しており、特に弁理士の高齢化や一
人事務所の多さから、事務所の承継手段として M&A が重要な役割を果たしています。 
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質疑応答を詳しく 
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質疑応答の詳細 
質問 1: モデルとする事務所像 

• 質問内容: 今後の目標としている事務所や理想とする事務所像について 
• 回答: 小林氏は、持続的な運営を目指す事務所を理想としており、そのモデルとし



て近い事務所がいくつかあると述べています。特に、太陽国際特許事務所を例に挙
げ、その継続的な運営と大企業からの信頼を重視しています 。 

質問 2: M&A のメリットとデメリット 
• 質問内容: M&A のメリットとデメリットについて具体的に説明してほしい 
• 回答: 

o メリット: 
 顧客基盤の拡大と業務の効率化 
 事務所の存続と安定 
 大量のアウトプットを効率的に提供できる体制の確立 

o デメリット: 
 コンフリクトチェックに時間がかかる 
 合併後の統合（PMI）が重要で、これに失敗すると問題が発生する 
 買収先の事務所との調整が難しい場合がある (特許事務所の M&A - 

小林功 氏 （バード国…)。 
質問 3: 合併に伴う負債や債務の扱い 

• 質問内容: 合併した事務所からの負債や債務の継承について 
• 回答: 一般的には、合併に伴う負債や債務が存在する可能性があるため、特許事務

所も内部留保を貯めていると説明しています。また、小林氏の場合、合併の際には
過去の債務を引き継がない契約を結んでいることが多いです(特許事務所の M&A - 
小林功 氏 （バード国…)。 

質問 4: 合併後のクライアント対応 
• 質問内容: 合併後のクライアントからの歓迎や反応について 
• 回答: 合併先のクライアントからの反応は一般的に良好であり、小林氏は、合併に

よりクライアントに提供できるサービスの幅が広がることを強調しています。また、
クライアントへの事前通知や説明を徹底することで、合併後の円滑な対応を心掛け
ていると述べています(特許事務所の M&A - 小林功 氏 （バード国…)。 

質問 5: 合併の具体的なプロセス 
• 質問内容: 合併の具体的なプロセスについて 
• 回答: 合併の前には、事務所のクライアントリストを全てチェックし、コンフリク

トが発生しないようにするための詳細な準備が必要です。また、商標に関してはあ
まりコンフリクトを気にしない場合が多いため、特許を重点的に調べることが一般
的です(特許事務所の M&A - 小林功 氏 （バード国…)。 

以上が、質疑応答の詳細な内容です。小林氏の回答から、特許事務所の M&A に関する具体
的なプロセスや課題、そしてそれに対する対策について多くの情報が得られます。 
 


